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広　報 広　報 広　報 主 な 記 事 
25日から児童福祉週間が始まる 2面 
生活困難者は減免を＝介護保険 2面 
女性防火クラブ員を募集 3面 
IT講習会を開きます 4面 
新しい町名「田辺中央」 4面 
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広報きょうたなべは、古紙配合率100％
再生紙と大豆油インクを使用しています

男  28，538人（-41） 

平成15年4月1日現在（　）は前月との比較 

市の人口 市の人口 

女  29，476人（+89） 
合計  58，014人（+48） 

世帯数  21，169世帯（+2） 

投
票
日
は

投
票
日
は
２７
日
¶
で
す
で
す 

投
票
日
は

投
票
日
は
２７
日
¶
で
す
で
す 

投
票
日
は
２７
日
¶
で
す 

京
田
辺
市
長
選
挙
・
京
田
辺
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
４
月
２０
日
�
に
告
示
・
同

月
２７
日
�
が
投
票
日
で
す
。
投
票
所
は
２１
か
所
。
投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
８

時
ま
で
で
す
。
開
票
は
田
辺
中
央
体
育
館
で
同
日
午
後
９
時
１５
分
か
ら
行
い
ま
す
。
こ

の
選
挙
は
、
今
後
４
年
間
の
市
民
の
み
な
さ
ん
の
代
表
者
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
＝
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
、
�
６４
・
１
３
２
６
）

投
票
は
選
挙
権
が
あ
る
だ
け

で
な
く
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
今
回
の
京
田
辺
市
長
選

挙
・
京
田
辺
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

て
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人
で

す
。年

齢
＝
昭
和
５８
年
４
月
２８
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人

住
所
＝
平
成
１５
年
４
月
１９
日

現
在
で
本
市
に
住
所
を
有
し
、

１
月
１９
日
以
前
の
転
入
届
で
引

き
続
き
３
か
月
以
上
本
市
に
住

民
票
が
あ
る
人

あなたの投票所はここです 
区 
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21 山手南公民館 

花住坂公民館 

桃園小学校 

一休ケ丘公民館 

松井ケ丘公民館 

府営田辺団地第2集会所 

河原公民館 

東田辺公民館 

天王公民館 

打田構造改善センター 

普賢寺公民館 

三山木小学校 

南山学園 

福祉センター 

興戸公民館 

薪公民館 

松井公民館 

飯岡公民館 

健康村公民館 

草内公民館 

北部住民センター 

投票所 

興戸 

田辺・新田辺西住宅 

薪 

地　　　　域 

松井 

三野・健康村 

西八・東林・岡村・大住ケ丘一丁目・大住
ケ丘二丁目・大住ケ丘三丁目・九十九園 

飯岡・セピアの園 

草内・新興戸 

高木・二又・山本・出垣内・
山崎・宮ノ口・江津 
南山東・南山西・同志社住宅
地・つつきの郷 

多々羅・普賢寺・水取 

打田・高船 

河原・新田辺東住宅 

天王 

府営住宅田辺団地 

一休ケ丘 

大住ケ丘四丁目・大住ケ丘五
丁目・健康ケ丘・洛南寮 

東 

松井ケ丘・山手東・山手中央 

花住坂・市営住宅大住団地 

山手南・山手西 

入
場
券
お
忘
れ
な
く

有
権
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
「
投
票
所
入
場
券
」

を
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
郵
送

し
て
い
ま
す
。
こ
の
入
場
券
は

投
票
所
の
場
所
を
お
知
ら
せ
し

た
り
、
本
人
の
確
認
・
選
挙
人

名
簿
と
の
対
照
事
務
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
た
め
に
発
行
し
て
い

ま
す
。
内
容
を
よ
く
お
確
か
め

の
上
、
投
票
の
際
は
、
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
場
券
を
紛
失
さ
れ

投
票
日
に
仕
事
や
外
出
な
ど

の
た
め
投
票
所
に
行
け
な
い
人

は
、
不
在
者
投
票
が
便
利
で
す
。

不
在
者
投
票
制
度
は
、
選
挙

当
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
人

入
院
中
は
病
院
で
も

各
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委

員
会
が
指
定
し
た
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
（
入
所
）

中
の
有
権
者
で
不
在
者
投
票
を

希
望
さ
れ
る
時
は
、
そ
の
病
院

な
ど
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

各
施
設
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。郵

便
に
よ
る
投
票
も

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

の
た
め
の
制
度
で
す
。
有
効
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

は
、
４
月
２０
日
�
（
告
示
日
）

か
ら
同
月
２６
日
�
（
投
票
日
の

前
日
）
ま
で
で
、
時
間
は
午
前

８
時
３０
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

で
す
。
投
票
所
は
市
役
所
４
階

で
す
。

不
在
者
投
票
を
さ
れ
る
人

は
、
投
票
所
入
場
券
を
持
っ
て

市
役
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
る
人
で
、
両
下
肢
・
体
幹
・

移
動
機
能
の
障
害
が
１
級
か
２

級
の
人
、
ま
た
は
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直

腸
・
小
腸
の
障
害
が
１
級
か
３

級
の
人
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。な

お
、
こ
の
投
票
制
度
は
、

あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明
書

を
取
得
し
た
り
、
投
票
用
紙
の

請
求
期
限
が
あ
る
な
ど
事
前
に

一
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

住
環
境
型
社
会
の
実
現

住
環
境
型
社
会
の
実
現 

住
環
境
型
社
会
の
実
現

住
環
境
型
社
会
の
実
現 

住
環
境
型
社
会
の
実
現 

久
御
山
町
と
門
真
市
を
結
ぶ
高
速
道
路

「
第
二
京
阪
道
路
」
の
う
ち
、
巨
椋
池
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
同
町
）
〜
枚
方
東
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
枚
方
市
）
が
３
月
３０
日

に
開
通
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
に
は
京
滋
バ
イ
パ
ス
も
巨

椋
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
同
町
）
か
ら
西

へ
延
長
さ
れ
、
久
御
山
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

（
同
町
）
で
同
道
路
と
接
続
。
こ
れ
ら
の
道

路
の
開
通
で
、
京
都
・
大
阪
・
滋
賀
間
の

交
通
ア
ク
セ
ス
が
向
上
す
る
だ
け
で
な
く
、

国
道
１
号
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
幹
線
道

路
の
交
通
混
雑
緩
和
や
沿
線
地
域
の
環
境

改
善
・
地
域
整
備
の
促
進
な
ど
大
き
な
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
道
路
が
全
線
開
通
す
れ
ば
、
門
真
市

で
近
畿
自
動
車
道
と
つ
な
が
り
ま
す
。

う
る
お
い
の
あ
る
快
適
な
生

活
環
境
を
作
り
、
緑
豊
か
な
リ

サ
イ
ク
ル
都
市
を
築
く
に
は
、

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
一

層
進
め
、
ご
み
を
資
源
と
し
て

再
利
用
す
る
こ
と
で
「
循
環
型

ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
」
へ
転
換

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

広
報
き
ょ
う
た
な
べ
で
は
、

「
く
ら
し
と
ご
み
」
に
つ
い
て

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

最
終
回
と
な
る
今
月
号
は

「
ご
み
問
題
の
現
状
」
に
つ
い

て
で
す
。

問
合
せ
先
＝
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
甘
南
備
園
（
�
６２
・
４
３

２
８
）

地
球
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
オ

ゾ
ン
層
の
破
壊
や
地
球
温
暖

化
・
森
林
の
減
少
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
が
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
天
然
資
源
の
枯
渇

や
ご
み
処
理
の
問
題
は
、
現
代

社
会
の
経
済
活
動
や
生
活
様
式

が
引
き
起
こ
し
た
、
大
量
生

産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
と

い
う
「
使
い
捨
て
」
の
結
果
に

よ
る
も
の
で
す
。
特
に
、
使
用

済
製
品
に
含
ま
れ
る
再
利
用
可

能
な
資
源
が
十
分
に
利
用
さ
れ

ず
大
量
に
捨
て
ら
れ
、
今
日
、

ご
み
の
処
理
・
処
分
に
ど
の
よ

う
に
対
処
す
る
か
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
の
発
生
を
抑
え
、
再
利

用
可
能
な
も
の
を
循
環
資
源
と

し
て
利
用
。
ま
た
、
適
正
な
ご

み
の
処
理
を
す
る
事
で
資
源
の

消
費
を
抑
え
る
こ
と
が
、
環
境

へ
の
負
荷
が
低
減
さ
れ
る
循
環

型
社
会
の
構
築
に
つ
な
が
り
ま

く
ら
し
と
ご
み
⑥

く
ら
し
と
ご
み
⑥
 

く
ら
し
と
ご
み
⑥
 

い
。（
入
場
券
が
届
い
て
い
な

い
時
は
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。）

不
在
者
投
票
所
で
書
類
に
必

要
事
項
を
書
い
て
い
た
だ
き
、

投
票
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

す
。こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本

市
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
（
Ｒ
ｅ
ｄ

ｕ
ｃ
ｅ
＝
ご
み
を
減
ら
す
）
・

リ
ユ
ー
ス
（
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
＝
繰

り
返
し
使
う
）
・
リ
サ
イ
ク
ル

（
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
＝
再
利
用

す
る
）
の
３
Ｒ
を
合
い
言
葉
に
、

行
政
・
市
民
・
事
業
者
が
一
体

と
な
っ
て
、
ご
み
の
減
量
化
、

資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
特
に
、
本
市
は
ご
み
の
減

量
化
や
資
源
化
を
進
め
る
施
策

と
し
て
、
再
生
資
源
集
団
回
集

補
助
事
業
や
家
庭
生
ご
み
自
家

処
理
容
器
設
置
費
補
助
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り

た
り
、
届
か
な
か
っ
た
場
合
で

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
は
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
市
外
に
転
出
さ
れ

た
人
は
、
転
出
し
た
そ
の
日
か

ら
今
回
の
選
挙
の
選
挙
権
が
な

く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
内
で
転
居
さ
れ

た
人
や
転
居
予
定
の
人
で
、
平

成
１５
年
４
月
１１
日
（
届
け
出
の

日
を
含
み
ま
す
）
ま
で
に
転
居

さ
れ
た
人
（
予
定
）
は
新
住
所

地
で
、
同
１２
日
以
後
投
票
日
ま

で
の
間
に
転
居
さ
れ
た
人
や
予

定
の
人
は
、
前
住
所
地
の
投
票

所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

第
二
京
阪
道
路
・
京
滋
バ
イ
パ
ス
の
開
通
を
祝
っ

て
行
わ
れ
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
開
き
（
３

月
３０
日
、
第
二
京
阪
道
路
久
御
山
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
） 第二京阪・京滋バイパスが開通

時
間
は
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

投
票
日
に
行
け
な
い
人
は

不
在
者
投
票
が
便
利
で
す

ご
み
減
量
化
・
資
源
化
に
取
り
組
も
う

交
通
ア
ク
セ
ス
が
向
上

交
通
ア
ク
セ
ス
が
向
上 

交
通
ア
ク
セ
ス
が
向
上

交
通
ア
ク
セ
ス
が
向
上 

交
通
ア
ク
セ
ス
が
向
上 

市　　長 
市議会議員 選　挙 

巨
椋
池
ＩＣ
〜
枚
方
東
ＩＣ

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ 

広 報 　 き ょ う た な べ ＜ 2 ＞

なやみごと（人権・行政）相談 なやみごと（人権・行政）相談 

時と場所 

毎月 第２水曜日（市役所会議室または 
　　　　　　　　  中央公民館会議室） 
 第４水曜日（北部住民センター 
   　または三山木福祉会館） 
いずれも午後１時３０分～４時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 

？
 

相談は無料で、秘密は固く守ります。 
　お気軽にお越し下さい。 

新しい本の紹介 新しい本の紹介 

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が

知
っ
て
い
る
最
も
有
名
な
お
坊
さ

ん
と
言
え
ば
・
・
・
。

そ
う
！
一
休
さ
ん
こ
と
一
休
禅

師
で
す
よ
ね
。「
と

ん
ち
の
一
休
さ
ん
」

と
し
て
有
名
で
す

が
、
も
う
一
つ
の

顔
は
、
権
力
も
出

世
も
拒
絶
し
、
ズ

バ
リ
物
言
う
「
求

道
の
一
休
禅
師
」。

含
蓄
深
い
一
休

道
歌
を
わ
か
り
や
す
く
解
き
ほ
ぐ

し
、
�
人
間
一
休
�
の
真
髄
に
迫

る
一
冊
で
す
。

「話の泉　一休さん100話」
牛込覚心　著／国書刊行会

中央図書館＝�65・2500

５月の移動図書館『かんなび号』巡回表 

★中央図書館・北部分室（北部住民センター内）・
中部分室（中部住民センター内）で借りられた本
も、移動図書館で返すことができます。 
★貸出券は中央図書館・北部分室・中部分室で共通
して使えます。 
★その場で貸出券をお作りしますのでお気軽に申し
込みください。 
 

 新興戸 

興 戸  
水 取  

普賢寺 

多々羅 
天 王  
高 船  

打 田  
松 井  

健康村 

 

出垣内 
宮ノ口 
江 津  
山 本  

高 木  
南山東 

飯 岡  

3：40～4：10

4：20～4：50

3：00～3：30
3：40～4：10

4：20～4：50
3：00～3：30
3：40～4：10

4：20～4：50
2：40～3：10

3：30～4：00

2：20～2：50
3：00～3：30
3：40～4：10
4：20～4：50

3：00～3：30

3：40～4：10

4：20～4：50

新興戸田中建設北50m
興戸公民館西200m
水取コミュニティセンター横 
普賢寺公民館前 
多々羅公民館西側空地 
天王バス停前 
高船農産加工センター前 
打田構造改善センター前 
松井児童公園北東50m

三山木小学校北側空地 
白山神社横 
江津公民館前 
山本出荷場精米所前 
高木公民館前 
南山児童公園 
飯岡バス停前 

火

曜

日

 

水

曜

日

 

木

曜

日

 

お

知

ら

せ

 

健康村公民館前 

巡回日 曜日 地区名 巡回時間 駐車場所 

8 
22

1 
15

9� 
20

14 
28

7 
21

13 
27

楽しみ満載 児童福祉週間 楽しみ満載 児童福祉週間 
市
は
、
次
代
を
担
う
児
童
が
、

心
身
共
に
健
や
か
に
生
ま
れ
育

つ
こ
と
を
願
い
、
４
月
２５
日
�

か
ら
５
月
１１
日
�
ま
で
を
「
児

童
福
祉
週
間
」
と
し
て
行
い
ま

す
。
期
間
中
、
家
庭
・
学
校
・

市
・
関
係
機
関
・
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
、
た
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
こ
い

の
ぼ
り
の
掲
揚
と
人
形
劇
鑑

賞
】日

時
＝
４
月
２５
日
�

内
容
・
場
所
・
時
間
＝
▼
こ

い
の
ぼ
り
の
掲
揚
・
田
辺
公
園

ヒ
コ
ー
キ
ラ
ン
ド
・
午
前
１０
時

か
ら
▼
人
形
劇
鑑
賞
〈
人
形
劇

団
ぷ
く
ぷ
く
〉
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
・
午
前
１０
時
３０
分

か
ら問

合
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
６
）

【
野
外
活
動
に
親
し
む
日

（
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
無
料

開
放
）】

日
時
＝
５
月
５
日
（
こ
ど
も

の
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
＝
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
▼
探
検
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
▼
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
▼

各
種
ク
ラ
フ
ト
教
室
（
材
料
費

は
実
費
）
▼
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

シ
ョ
ー

親
子
で
楽
し
め
る
催
し
も
開

き
ま
す
。

小
学
生
以
下
の
人
は
保
護
者

同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
（
�
６２
・
２
８
１
６
）

【
田
辺
公
園
プ
ー
ル
無
料
の

日
】日

時
＝
５
月
５
日
（
こ
ど
も

の
日
）
▼
午
前
９
時
３０
分
〜
午

後
０
時
３０
分
（
小
学
３
年
生
以

下
の
人
は
保
護
者
同
伴
で
利
用

で
き
ま
す
）
▼
午
後
１
時
３０
分

〜
４
時
３０
分
（
同
）
▼
午
後
５

時
３０
分
〜
９
時
（
中
学
生
以
下

の
人
は
保
護
者
同
伴
で
利
用
で

き
ま
す
）

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
学

す
る
中
学
生
以
下
の
人

問
合
せ
先
＝
田
辺
公
園
プ
ー

ル
（
�
６５
・
３
１
１
３
）

【
子
ど
も
の
主
張
大
会
】

日
時
＝
５
月
１１
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
田
辺
少
年
少
女
合
唱
団
コ
ス

モ
ス
）
▼
主
張
大
会
…
小
・
中

学
生
が
自
由
な
テ
ー
マ
で
発
表

し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
６
）

グ
リ
ー
ン
ウ
ィ
ー
ク

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
記

念
公
園
は
、
４
月
２９
日
（
み
ど

り
の
日
）
か
ら
５
月
５
日
（
こ

ど
も
の
日
）
ま
で
を
「
学
研
記

念
公
園
グ
リ
ー
ン
ウ
ィ
ー
ク
」

と
し
て
、
都
市
緑
化
の
啓
発
イ

ベ
ン
ト
を
開
き
ま
す
。

【
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
】

期
間
＝
５
月
３
日
（
憲
法
記

念
日
）
〜
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）

時
間
＝
午
前
１０
時
〜
午
後
３

時
場
所
＝
関
西
文
化
学
術
研
究

都
市
記
念
公
園
（
精
華
町
）

参
加
費
＝
無
料
。（
た
だ
し
、

同
公
園
内
、
水
景
園
の
入
場
料

▼
大
人
２
０
０
円
▼
小
・
中
学

生
１
０
０
円
が
必
要
で
す
）

定
員
＝
各
日
先
着
１
０
０
人

問
合
せ
先
＝
関
西
文
化
学
術

研
究
都
市
記
念
公
園
（
�
９３
・

１
２
０
０
）

介
護
保
険
は
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

総
合
的
に
提
供
し
、
高
齢
者
の

介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
よ
う

と
す
る
制
度
で
す
。

同
制
度
は
、
社
会
全
体
で
介

護
を
支
え
よ
う
と
、
６５
歳
以
上

の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）
と

４０
〜
６５
歳
未
満
の
人
（
第
２
号

被
保
険
者
）
が
保
険
の
加
入
者

と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
が
必

要
と
な
っ
た
時
、
認
定
基
準
に

よ
る
介
護
の
必
要
度
に
応
じ
て

費
用
の
１
割
の
負
担
を
条
件
に

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
介
護
保
険
室

（
�
６４
・
１
３
３
７
）

【
保
険
料
を
納
め
ず
に
い
る

と
】介

護
保
険
料
を
納
め
な
か
っ

た
時
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

�
１
年
以
上
１
年
６
か
月
未

満
滞
納
さ
れ
た
時
…
本
来
で
あ

れ
ば
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
１
割
を

お
支
払
い
い
た
だ
く
と
こ
ろ

を
、
い
っ
た
ん
サ
ー
ビ
ス
費
用

の
全
額
を
お
支
払
い
い
た
だ
い

水
泳
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
に
ご
参
加
を

田
辺
公
園
プ
ー
ル
は
、
水
泳

の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
を

開
き
ま
す
。

開
催
日
＝
６
月
２
日
�
・
１３

日
�
・
１９
日
�
・
２７
日
�

時
間
＝
▼
２
・
１９
・
２７
日
…

午
前
１０
時
〜
１０
時
２０
分
、
午
前

１０
時
２５
分
〜
１０
時
４５
分
、
午
前

農
薬
取
締
法
が
改
正

無
登
録
は
使
用
禁
止

昨
年
、
無
登
録
農
薬
が
全
国

的
に
流
通
し
、
使
用
さ
れ
て
い

る
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
、
国

民
の
「
食
」
に
対
す
る
信
頼
を

損
な
う
大
き
な
問
題
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
昨
年
１２
月

に
農
薬
取
締
法
が
改
正
さ
れ
３

月
１０
日
か
ら
こ
の
改
正
法
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
、
①
無
登
録

◎
全
国
農
業
共
同
組
合
中
央

会
農
業
機
械
効
率
利
用
等
農
業

高
度
化
推
進
全
国
共
励
会
表
彰

（
集
団
の
部
）
最
優
秀
賞
（
農

林
水
産
大
臣
賞
）
＝
松
井
第
七

機
械
化
組
合

◎
京
田
辺
市
・
同
議
会
・
同

教
育
委
員
会
・
同
消
防
本
部

（
所
長
級
以
上
・
４
月
１
日
付

け
）【

部
長
級
】
消
防
本
部
消
防

長
（
同
本
部
参
事
）
松
中
進

【
次
長
級
】
消
防
本
部
消
防

次
長
・
同
本
部
総
務
課
長
事
務

取
扱
兼
務
（
同
本
部
同
次
長
）

中
川
正
章

【
課
長
級
】
管
財
防
災
課
長

（
同
課
長
・
防
災
係
長
事
務
取

扱
兼
務
）
木
元
稔
▽
市
民
課

長
・
窓
口
係
長
事
務
取
扱
兼
務

（
税
務
課
長
補
佐
）
小
西
ケ
イ

子
▽
議
会
事
務
局
次
長
・
議
事

係
長
事
務
取
扱
兼
務
（
同
事
務

局
次
長
）
安
倉
進
▽
学
校
教
育

課
総
括
指
導
主
事
（
府
教
育
委

員
会
）
西
川
眞
次
▽
消
防
本
部

総
務
課
指
導
主
幹
（
同
本
部
同

課
長
）
高
尾
喜
憲
▽
消
防
本
部

総
務
課
指
導
主
幹
・
教
務
係
長

事
務
取
扱
兼
務
（
同
本
部
同
課

統
括
主
幹
・
企
画
研
修
係
長
事

務
取
扱
兼
務
・
消
防
署
統
括
主

幹
兼
務
）
久
保
田
義
隆
▽
予
防

課
長
・
警
防
係
長
事
務
取
扱
兼

務
（
同
課
長
・
指
導
係
長
事
務

取
扱
兼
務
・
警
防
係
長
事
務
取

寄

付

 

人

事

人

事

 

表

彰

 

人

事

表① 市介護保険サービス利用者負担軽減内容 

※自己負担額は、介護サービス利用負担・食費負担・日常生活費です。 
※福祉用具購入費・住宅改修費・市特別給付費（紙おむつ支給）は含みません。 
※市外の社会福祉法人による減免対象サービスは、介護老人福祉施設入所・通所介護・ 
　短期入所生活介護・訪問介護です。 
 

社会福祉法人が
運営するサービ
ス事業所 

京田辺市内 

その他の法人
が運営するサ
ービス事業所 

な　　し 

自己負担額の全額免除 

社会福祉法人
が運営するサ
ービス事業所 

京田辺市外 

その他の法人が
運営するサービ
ス事業所 

市民税非課税世帯の人で1
割の利用者負担を支払うと
生活保護の受給者となる
人、または税法上の世帯 
の所得額が０円の人 

老齢福祉年金受給者で市民
税非課税世帯の人で1割の
利用者負担を支払うと生活
保護の受給者となる人、ま
たは税法上の世帯の所得額
が０円の人 

自己負担額の1/2減免 

 
区　　　分 

表② 訪問介護利用者負担軽減内容 

�障害者ホームヘルプサービスを利用している人（介護保険法施行時
に高齢者ホームヘルプサービスを利用している65歳以上の障害者の
人で、65歳以前の障害を原因として手帳交付を受けている人を含み
ます）で、生計中心者が所得税非課税（同法施行前の利用者負担が0
円）の人 
�特定疾病により要介護、要支援の状態になった40～64歳の生計中心
者が所得税非課税の人（派遣実績不要） 

介護保険法施行時において訪問介護（ホームヘルプサービス）を利用
している人で生計中心者が所得税非課税（同法施行前の利用者負担が0
円）の人 

対　　　　　象　　　　　者 

6月までは利用者
負担額は3％、7
月 以 降 は 6 ％  
になります 

平成16年度まで 
は利用者負担額 
は3％ 

軽減内容 

自己負担額の 
全額免除 

自己負担額の
1/2減免 

た
上
で
、
後
日
、
市
へ
申
請
し

９
割
分
の
払
い
戻
し
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
（
償
還
払

い
）。
保
険
証
に
「
支
払
方
法

変
更
の
記
載
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

�
１
年
６
か
月
以
上
２
年
未

満
滞
納
さ
れ
た
時
…
こ
の
９
割

分
の
払
い
戻
し
の
一
部
、
ま
た

は
全
部
が
一
時
的
に
差
し
止
め

ら
れ
、
こ
の
金
額
か
ら
滞
納
さ

れ
て
い
る
保
険
料
の
額
が
差
し

引
か
れ
ま
す
。

�
２
年
以
上
滞
納
さ
れ
た
時

…
保
険
料
未
納
期
間
に
応
じ
て

利
用
者
負
担
が
３
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
り
、
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
で

扱
兼
務
）
沢
村
和
男
▽
予
防
課

指
導
主
幹
・
指
導
係
長
事
務
取

扱
兼
務
（
同
課
統
括
主
幹
・
予

防
係
長
事
務
取
扱
兼
務
・
消
防

署
統
括
主
幹
兼
務
）
中
西
広
康

▽
消
防
副
署
長
（
同
副
署
長
・

消
防
第
１
課
長
事
務
取
扱
兼

務
・
消
防
第
２
課
長
事
務
取
扱

兼
務
）
北
尾
清
晴

【
所
長
級
】
三
山
木
保
育
所

長
（
河
原
保
育
所
長
補
佐
）
山

澤
知
子
▽
田
辺
児
童
館
長
（
草

内
保
育
所
長
補
佐
）
登
典
子
▽

草
内
幼
稚
園
長
（
草
内
幼
稚
園

教
頭
）
三
木
明
子
▽
三
山
木
幼

稚
園
長
（
三
山
木
幼
稚
園
教
頭
）

太
田
美
智
子
▽
消
防
署
消
防
第

１
課
長
（
同
署
同
課
統
括
主

幹
・
消
防
第
２
課
統
括
主
幹
兼

務
）
福
井
正
美
▽
消
防
署
消
防

第
２
課
長
（
同
署
同
課
長
補

佐
・
同
課
警
防
係
長
事
務
取
扱

兼
務
）
上
村
信
男

【
退
職
】（
所
長
級
以
上
・
３

月
３１
日
付
け
）

消
防
本
部
消
防
長
　
上
村
義

忠
▽
市
民
課
長
　
小
田
澄
子
▽

三
山
木
保
育
所
長
　
祝
井
珠
子

▽
田
辺
児
童
館
長
　
田
宮
元
子

▽
草
内
幼
稚
園
長
　
吉
村
弘
子

▽
三
山
木
幼
稚
園
長
　
北
村
幸

子

納
付
が
困
難
な
人
は
、
介
護
保

険
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。【

介
護
保
険
料
の
徴
収
猶

予
・
減
免
】

災
害
・
失
業
・
倒
産
な
ど
で

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し

い
時
や
、
収
入
が
生
活
保
護
基

準
以
下
の
人
に
は
、
徴
収
猶
予

や
減
免
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
減
免
】

市
は
、
生
活
困
難
な
人
に
対

し
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

時
の
自
己
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
表
①
・
②
の
と
お
り
利
用

料
の
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。

上
水
道
指
定
工
事
店

水
道
部
は
、
次
の
と
お
り
上

水
道
指
定
工
事
店
を
追
加
し
ま

し
た
。

上
水
道
指
定
工
事
店
＝
▼
�

ケ
イ
テ
ッ
ク
…
滋
賀
県
大
津
市

晴
嵐
１
・
３
・
１５
（
�
０
７

７
・
５
３
７
・
１
９
４
８
）
▼

�
白
雪
建
設
…
大
阪
府
門
真
市

下
島
頭
３
３
３
・
７
（
�
０
７

２
・
８
８
７
・
７
３
４
５
）

問
合
せ
先
＝
水
道
部
（
�

６２
・
０
４
１
４
）

移動図書館車が新車に
３千冊を積んで各地へ

中央図書館の移動図書館車
「かんなび号」が新車になりま
した（＝写真）。
新しい「かんなび号」は、26

人乗りのマイクロバスを改造
し、月2回の割合で約3千冊の本
を積んで市内17か所のステー
ションを巡ります。
車体には、子どもたちにも一

目で移動図書館車とわかるよう
に、貸出券と同じイラストが描
かれています。
みなさんのご利用をお待ちし

ています。

１０
時
５０
分
〜
１１
時
１０
分
▼
１３
日

…
午
後
２
時
〜
２
時
２０
分
、
午

後
２
時
２５
分
〜
２
時
４５
分
、
２

時
５０
分
〜
３
時
１０
分

定
員
＝
各
時
間
帯
そ
れ
ぞ
れ

先
着
１
人

対
象
＝
１８
歳
以
上
の
人

申
込
方
法
＝
田
辺
公
園
プ
ー

寄

付
 

人

事

 

表

彰

表

彰

 

表

彰

市
は
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま

す
。女

性
防
火
ク
ラ
ブ
と
は
、
在
宅
機
会
の
多

い
女
性
が
防
火
・
防
災
活
動
を
行
う
た
め
の

も
の
で
、
自
主
防
災
組
織
の
一
つ
で
す
。

出
初
式
や
訓
練
へ
の
参
加
、
地
域
住
民
の

意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
の
消
火
実
験
会
・

防
災
の
つ
ど
い
や
年
末
の
特
別
警
戒
な
ど
、

防
火
防
災
に
関
す
る
こ
と
が
主
な
活
動
で

す
。現

在
、
市
内
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
は

東
田
辺
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
み
で
、
同
ク
ラ

ブ
は
２
月
２
日
に
開
か
れ
た
平
成
１４
年
度
府

知
事
消
防
表
彰
式
で
日
ご
ろ
の
活
動
が
評
価

さ
れ
「
府
知
事
自
主
防
災
活
動
表
彰
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

あ
な
た
も
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に
入
り
ま

せ
ん
か
。

問
合
せ
先
＝
予
防
課
（
�
６３
・
７
８
２
６
）

東田辺女性防火クラブ員のみなさん 女
性
女
性 防
火
ク
ラ
ブ
員
を
募
集

防
火
ク
ラ
ブ
員
を
募
集 

女
性 防
火
ク
ラ
ブ
員
を
募
集 

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

学 研 都 市  

水　道 下水道 国　際 
交　流 

お
詫
び
と
訂
正

広
報
き
ょ
う
た
な
べ
４
月
１

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
常
磐
苑
内

に
あ
る
風
呂
の
利
用
時
間
変
更

の
記
事
の
中
で
、「
４
月
１
日

か
ら
午
前
１０
時
か
ら
に
変
更
」

と
あ
る
の
は
、「
当
面
の
間
、

従
来
ど
お
り
」
の
誤
り
で
し
た
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
常
磐
苑

の
風
呂
は
、
今
ま
で
ど
お
り

「
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
３０

分
ま
で
」
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
手
話
教
室
入
門
編
の

受
講
者
募
集
記
事
の
中
で
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
表
の
中
に
あ
る
「
視

覚
障
害
者
」
は
「
聴
覚
障
害
者
」

の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

◎
第
９
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ

ラ
オ
ケ
大
会
（
実
行
委
員
長
＝

山
本
喜
代
和
さ
ん
）
が
福
祉
の

た
め
に
２１
万
円

農
薬
の
製
造
・
輸
入
・
使
用
の

禁
止
（
販
売
は
従
来
か
ら
禁
止
）

②
使
用
基
準
に
違
反
す
る
農
薬

使
用
禁
止
③
罰
則
の
強
化
な
ど

で
す
。
同
法
は
、
農
薬
を
製

造
・
輸
入
・
販
売
・
使
用
す
る

す
べ
て
の
国
民
に
関
係
す
る
内

容
で
す
。
農
薬
は
農
林
水
産
省

の
登
録
番
号
の
あ
る
も
の
を
、

ラ
ベ
ル
の
取
扱
説
明
を
よ
く
読

ん
で
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
＝
農
林
水
産
省
農

薬
対
策
室
（
�
０３
・
３
５
０

２
・
０
１
２
４
）

ル
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
同
プ
ー

ル
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
＝
５
月
１
日
�
か

ら
受
講
希
望
日
の
２
日
前
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
公

園
プ
ー
ル
（
�
６５
・
３
１
１
３
）

歴
史
街
道
倶
楽
部
が

入
会
者
を
募
集
中

歴
史
街
道
倶
楽
部
は
「
歴
史

街
道
計
画
」
の
推
進
を
応
援
し
、

歴
史
文
化
に
親
し
み
た
い
と
い

う
人
の
た
め
の
集
ま
り
で
す
。

入
会
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
歴

史
街
道
の
旅
を
楽
し
み
た
い
人

に
は
、
あ
な
た
の
旅
を
応
援
す

る
特
典
も
た
く
さ
ん
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

国
宝
や
重
要
文
化
財
、
国
指

定
の
史
跡
名
勝
が
数
多
く
集
ま

る
関
西
は
、
ま
さ
に
歴
史
の
宝

庫
。
こ
れ
ら
の
歴
史
の
舞
台
を

訪
ね
、
日
本
文
化
の
魅
力
を
再

発
見
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
の

が
「
歴
史
街
道
」
で
す
。

入
会
金
＝
１
０
０
０
円

年
会
費
＝
３
０
０
０
円

会
員
有
効
期
間
＝
入
会
か
ら

１
年
間

問
合
せ
先
＝
歴
史
街
道
倶
楽

部
事
務
局
（
�
０６
・
６
４
４

８
・
５
８
２
０
）

寄

付

寄

付

 

寄

付

人

事

 

表

彰

 

防
災
意
識
の
向
上
を
め
ざ
す

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

介護保険料

生
活
困
難
な
人
は
減
免
制
度
を

納
め
ず
に
い
る
と
サ
ー
ビ
ス
が
制
限

納
め
ず
に
い
る
と
サ
ー
ビ
ス
が
制
限 

納
め
ず
に
い
る
と
サ
ー
ビ
ス
が
制
限 

4月25日�～5月11日�

昨年の「野外活動に親しむ日」でクラフト教室を楽しむ参加者

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

京田辺市田辺沓脱14番地 
TEL65-4020

�京田辺市シルバー人材センター 

シルバー人材センターはこんな仕事をお引き受けします 

お困りのことがありましたら、まずお電話ください。 

親切・丁寧をモットーに作業します 親切・丁寧をモットーに作業します 

除 草 ・ 清 掃  

チ ラ シ 配 布  

施 設 管 理  

家 事 援 助  

植 木 の 剪 定  
営繕・大工仕事 
襖・障子・網戸張替 
各種屋内外軽作業 
ワープロ・パソコン・毛筆書 

申し込み先   市内に本・支店を有する 
 金融機関（郵便局含みます） 

必要なもの   預金通帳・お届けの印鑑・領収書 
 または使用水量のお知らせ 

水道料金のお支払は 

便利な口座振替で!!

水道部 
ı@62-0414
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ＩＴ講習会日程表  
基礎コース（3時間×2回） 

日　　　程 場　　　所 

4

番号 
1

時　　　間 
5月21日�・22日� 

7月15日�・16日� 

中央公民館 

午後6時30分～9時30分 
7月30日�・31日� 

7 6月7日�・8日� 北部住民センター 
8 6月20日�・21日� 

10 中部住民センター 午後1時30分～4時30分 

文書作成基礎コース（3時間×2回） 
日　　　程 場　　　所 

9

番号 
6

時　　　間 
5月23日�・24日� 

7月17日�・18日� 

中央公民館 

午後6時30分～9時30分 

午前9時～正午 

7月30日�・31日� 

12 6月25日�～27日� 午後1時30分～4時30分 
13 7月23日�～25日� 午後6時30分～9時30分 

文書作成応用コース（3時間×3回） 
日　　　程 場　　　所 番号 

11
時　　　間 

6月11日�～13日� 北部住民センター 午前9時～正午 

15 6月11日�～13日� 北部住民センター 
16 7月2日�～4日� 中央公民館 

表計算基礎コース（3時間×3回） 
日　　　程 場　　　所 番号 

14
時　　　間 

5月28日�～30日� 中央公民館 午前9時～正午 

18 7月9日�～11日� 中央公民館 午後1時30分～4時30分 

表計算応用コース（3時間×3回） 
日　　　程 場　　　所 番号 

17
時　　　間 

6月4日�～6日� 中央公民館 午前9時～正午 

デジカメ活用コース（3時間×2回） 
日　　　程 場　　　所 番号 

19
時　　　間 

8月1日�・2日� 中部住民センター 午前9時～正午 

6月7日�・8日� 北部住民センター 
6月18日�・19日� 午後1時30分～4時30分 

中部住民センター 午前9時～正午 

2
3

5

午前9時～正午 

午後1時30分～4時30分 

午後1時30分～4時30分 

中央公民館 

中央公民館 

中央公民館 

中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
で
も
開
催

中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
で
も
開
催 

中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
で
も
開
催 

教
育
委
員
会
は
、
Ｉ
Ｔ
講
習

会
を
開
き
ま
す
。

日
程
・
時
間
・
場
所
＝
下
表

の
と
お
り

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
２０
歳
以
上
の
人

で
▼
基
礎
コ
ー
ス
…
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
初
め
て
使
う
人

▼
文
書
作
成
基
礎
コ
ー
ス
…
初

心
者
▼
文
書
作
成
応
用
コ
ー
ス

…
文
字
入
力
を
無
理
な
く
で
き

る
人
ま
た
は
、
文
書
作
成
基
礎

コ
ー
ス
修
了
者
▼
デ
ジ
カ
メ
活

用
コ
ー
ス
…
同
▼
表
計
算
基
礎

コ
ー
ス
…
文
字
入
力
を
無
理
な

く
で
き
る
人
▼
表
計
算
応
用

コ
ー
ス
…
表
計
算
基
礎
コ
ー
ス

修
了
者

定
員
＝
１
講
座
１５
人
（
た
だ

し
、
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
は
１０

人
で
す
）

講
習
料
＝
１
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
・
資
料
代
）

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の

往
信
用
に
、
受
講
を
希
望
す
る

コ
ー
ス
番
号
（
第
３
希
望
ま

で
）
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
、
返
信
用
の
表
に
住

所
・
氏
名
を
書
い
て
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
＝
４
月
２２
日
�
〜

５
月
１
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
Ｉ
Ｔ
講

習
係
（
〒
６
１
０
・
０
３
３
１

京
田
辺
市
田
辺
丸
山
２
１
４
、

中
央
公
民
館
内
、
�
６２
・
２
５

５
２
）

育
児
サ
ー
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
交
流
会

情
報
・
意
見
交
換
な
ど
を
行
う

「
育
児
サ
ー
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
交
流
会
」
が
３
月
１０
日
に

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、、
約
３０
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
れ
は
、育
児
サ
ー
ク
ル
の
リ
ー
ダ
ー
が
一
堂
に
会
し
、

サ
ー
ク
ル
運
営
上
の
悩
み
や
活
動
情
報
、
意
見
交
換
な
ど

を
行
っ
て
、
今
後
の
活
動
に
役
立
て
て
頂
こ
う
と
市
が
開

き
ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
の
「
こ
こ
ろ
の
子

育
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
西
」
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
も
あ
り
、
参
加
者
は
「
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
聞

け
て
よ
か
っ
た
」
や
「
自
分
で
も
出
来
る
と
思
う
こ
と
が

あ
っ
た
」
な
ど
、
今
後
の
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

子育てなどについて情報交換などを行う育
児サークルリーダー（保健センター）

Ｉ
Ｔ
業
務
を
主
な
事
業
と
す

る
共
同
作
業
所
「
ア
イ
・
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
京
都
」
が
市
内

に
開
設
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
身
体
障

害
者
が
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
っ

た
仕
事
を
通
じ
て
社
会
参
加
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
作
業
所
と
し
て

は
京
都
府
下
で
初
め
て
の
施
設

で
す
。

新
田
辺
駅
前
の
ビ
ル
内
に
あ

る
作
業
所
は
、
車
い
す
で
も
動

き
や
す
い
よ
う
に
広
い
空
間
を

持
ち
、
車
い
す
対
応
の
ト
イ
レ

を
完
備
。
入
所
者
は
１１
人
で
市

内
外
か
ら
通
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
と
そ

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
講
習
会
の

開
催
の
ほ
か
、
今
後
は
福
祉
関

係
の
情
報
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の

発
行
・
ま
ち
お
こ
し
活
性
化
運

動
に
も
取
り
組
み
た
い
と
、
入

所
者
の
み
な
さ
ん
は
期
待
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

同
作
業
所
事
務
局
の
浅
田
功

さ
ん
は
「
障
害
者
の
中
に
は
、

能
力
の
あ
る
人
も
多
い
。
障
害

者
が
力
を
付
け
ら
れ
る
環
境
を

整
備
を
す
る
こ
と
で
、
一
般
社

会
へ
出
て
自
立
し
社
会
に
貢
献

し
て
欲
し
い
」
と
抱
負
を
話
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
ア
イ
・
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
京
都
（
�
６４
・
７

４
７
４
）

「分かりやすいと」と好評なＩＴ講習会。あなたも受講
しませんか

Ｉ
Ｔ
講
習
会

文
書
作
成
基
礎
や
デ
ジ
カ
メ
コ
ー
ス

市
は
、
４
月
２５
日
�
に
新
田

辺
駅
周
辺
の
田
辺
と
河
原
地
域
の

一
部
地
区
で
、
田
辺
地
区
特
定
土

地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
換
地
処

分
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
２６
日
�
か
ら

田
辺
津
田
・
同
久
戸
・
同
十
曽
・

同
鳥
本
・
同
針
ヶ
池
・
同
平
田
・

同
明
田
と
河
原
受
田
の
一
部
地
域

の
町
名
を
「
田
辺
中
央
一
〜
六
丁

目
」
に
、
郵
便
番
号
は
「
６
１

０
・
０
３
３
４
」に
変
わ
り
ま
す
。

郵
便
物
な
ど
は
、
当
分
の
間
、

新
・
旧
ど
ち
ら
の
町
名
・
郵
便
番

号
で
も
届
き
ま
す
が
、
一
日
も
早

く
新
し
い
町
名
・
郵
便
番
号
に
親

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
２６
日
�

以
降
の
郵
便
物
な
ど
は
新
し
い
町

名
・
郵
便
番
号
を
使
用
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
田
辺
地
区
区
画

整
理
室
（
�
６４
・
１
３
５
０
）

26日から「田辺中央」に 26日から「田辺中央」に 
郵便番号は「６１０－０３３４」

田辺地区特定土地区画整理事業

ア
イ
・
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
京
都
が
開
所

府下で初

コンピューターに向かい作業を進める入所者

Ｉ
Ｔ
関
連
の
作
業
所

交番 交番 交番 

北 

田辺 
十曽公園 
田辺 
十曽公園 

草内薪線 草内薪線 

至 薪茶屋前 

至至
山
城
大
橋

山
城
大
橋 

至
田
辺
本
町

田
辺
本
町 

至
京
都 

至
奈
良
奈
良 

至
京
橋
京
橋 

至
同
志
社
前

同
志
社
前 

至 薪茶屋前 

至
山
城
大
橋 

至
田
辺
本
町 

至
奈
良 

至
京
橋 

至
同
志
社
前 

Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線

Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線 

Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線 

京田辺駅京田辺駅 京田辺駅 
新
田
辺
駅 

田辺小学校 田辺小学校 

公園予定地 公園予定地 

銀行 銀行 

商工会館 商工会館 

田辺保健所田辺保健所 田辺保健所 

JA 京都 
やましろ 
JA 京都 
やましろ 

ハローワーク ハローワーク 

銀
行
銀
行 

銀
行 

銀
行
銀
行 

銀
行 

馬坂川 馬坂川 

近
鉄
京
都
線

近
鉄
京
都
線 

近
鉄
京
都
線 

一丁目 一丁目 

二丁目 二丁目 

三丁目 三丁目 

四丁目 四丁目 

五丁目 五丁目 六丁目 六丁目 

新しくできる「田辺中央」の位置図 

新
田
辺
駅
前
線

新
田
辺
駅
前
線 

新
田
辺
駅
前
線 

Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト

体
制
も
充
実

教
育
委
員
会
は
、
Ｉ
Ｔ
講
習

会
受
講
生
と
修
了
者
を
対
象
に

サ
ポ
ー
ト
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。サ

ポ
ー
ト
す
る
項
目
は
、
同

講
習
会
で
学
ん
だ
項
目
の
み
で

す
。

開
催
日
＝
毎
週
火
曜
日
（
中

央
公
民
館
の
休
館
日
は
除
き
ま

す
）時

間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
場
所
＝
中
央
公
民
館

く
わ
し
く
は
、
中
央
公
民
館

（
�
６２
・
２
５
５
２
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


